








間違った社会調査を考える

▲

社会調査は、 正しく使えば相手を説得できる効果的な手

段ですが、 間違って使うと相手を冤罪に巻き込んでしまい

ます。 では、正しく使うためにはどうしたらいいのでしょうか。

７ ８

社会調査でだまされないために

２

１ページの日本掃海艇派遣についての調査ですが、 これは

非常に問題のある社会調査のやり方です。 なので、 この調

査は冤罪を作り出したと言えます。

では、 どこで 「間違った証拠づくり」 を行ってしまっているの

でしょうか。

１． 質問項目による誘導

回答者は、 機雷放置の事実 （質問１）、 他国の派遣実績

（質問２）、 反日感情の　高まり （質問３） という 「情報」 を

質問文から得ます。

その上で日本の掃海艇派遣について聞いていますが、 す

でに 「反対」 と言いにくい流れが作りあげられてしまっていま

す。 本来このような質問は最初に聞くべきです。

上記により反対と言いにくい流れが作られたものの、 賛成

かと言われても、 まだ悩んでいた人は多いと予想されます。

そこでこの調査では、 賛成の意味の回答項目を 「賛成だ」

ではなく、 「当然だ」 「やむをえない」 という２つの項目にし

ました。

態度を明確にしていない人やまだ少し悩んでいるけどという

人が答えやすい 「やむをえない」 を入れたことで、賛成７３％

が確保できたとも言えます。

２． 回答項目の操作

調査が読めない場合 調査を読める場合
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	名称未設定

